
未来洞察ワークショップ 
2012.04-07 未来はここにある。 

まだ、それが均等に広がっていないだけだ。 
  （ウィリアム・ギブスン） 

不確実性の時代 ディマンドサイド 
イノベーション 

シナリオ 
ライティング 

アブダクション？ 

スキャニング 

アイデア 
ジェネレーション 気づき・ひらめき 

課題設定力 

構想力 

 
本授業では、 

数多くの企業・政府・大学のキーパーソンに提供されてい
る、博報堂イノベーションラボ*の 

「未来洞察ワークショップ」の考え方や方法論を全て公開
します。 

 
日本企業が不得手と言われる 

“ディマンドサイド・イノベーション”を構想し 
実現するための視点や方法論を、 

ワークショップを通じて実践的に学ぶ機会を提供し、 
本学からイノベーターが生まれる事を目指します。 

 
なお、本学以外で公開されているのは下記だけです。 

※東京大学 i.school 
※日本能率協会「未来を洞察する技術」習得セミナー 

 
参考：博報堂イノベーションラボ 

http://www.innovation-lab.jp/ 

チューター： 粟田 恵吾（博報堂イノベーションラボ） 
コーディネータ：栗林 敦子（リコー経済社会研究所） 
担当教員：社会理工学研究科 今田 高俊 教授 

http://www.innovation-lab.jp/
http://www.innovation-lab.jp/
http://www.innovation-lab.jp/


未来洞察ワークショップ 
「“働く”の未来」 

０．ガイダンス  ４月１７日（火） 10：45-12：15＠707 
 
１．未来の兆し発見方法  ４月２４日（火） 10：45-12：15＠707 
 
  （課題１実践）   締切５月１８日（金） 
 
２．未来の兆しの共有・講評 ５月２２日（火） 10：45-12：15＠707 
 
３．未来イシュー設定方法 ６月１２日（火） 10：45-12：15＠707 
 
４．未来イシュー設定WS ７月１４日（土） 13：00-16：30＠707 
 
  （課題２実践）   締切７月２７日（金） 
 
５．未来シナリオＷＳ  ７月２７日（金）２８日（土） 
        両日とも10：00-18：00＠607 
 
  （課題３実践）   締切７月３１日（火） 
 
６．未来シナリオの発表と講評 ７月３１日（火） 10：45-12：15＠607 

 少子高齢化の中で労働力不足、グローバル人材不足と言われながら、若年層で
の就職難、高齢者における雇用のミスマッチなど、企業の雇用力は低下。一方で、
公務員、自営業、ボランティア、NPOなど非サラリーマン型ワークスタイルが台頭す
る兆しも見られます。 
 そこで本授業では、下記の授業を通じて、「“働く”の未来」シナリオを皆さんと一緒
に創ってゆきます。 
 
※すべてのコマに参加し、すべての課題に取り組める方を求めます。 
 なお、課題はワークショップで利用する素材なので、難しいものではありません。 

チューター： 粟田 恵吾（博報堂イノベーションラボ） 
コーディネータ：栗林 敦子（リコー経済社会研究所） 
担当教員：社会理工学研究科 今田 高俊 教授 

nishiyama
ハイライト表示


	スライド番号 1
	スライド番号 2

